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【はじめに】ナノインプリントプロセスは，微細な凹凸表面を効率的に形成可能なことから，様々

な機能性デバイスを作製する際の基盤技術として期待されている．我々は，これまでに，Al の陽

極酸化によって形成されるナノホールアレー材料である陽極酸化ポーラスアルミナをモールドと

したナノインプリントプロセスについて検討を進めてきた．これまでの検討の結果，ポーラスア

ルミナモールドを用いたナノインプリントにより，ナノピラーアレー，ナノホールアレーの他， 

ナノ・マイクロ階層表面の形成が可能であり，得られた表面が反射防止表面や超撥水表面として

機能することを示してきた[1,2]．本発表では，ポーラスアルミナを用いたナノインプリントよるオ

ーバーハング構造を有するピラーアレーの形成と撥水・撥油

表面への応用について検討した結果を示す． 

【実験】図１に実験プロセスを示す．Al に陽極酸化を行った

後，熱処理による結晶化を施し，再度陽極酸化を行うことで，

溶解性の異なるポーラスアルミナの積層構造を形成した．得

られた試料にエッチングを行い皮膜底部の細孔径を選択的に

拡大した後，中性電解液中で細孔底部の平坦化処理を施しオ

ーバーハング型ピラーアレー形成のためのネガ型を作製した．

得られたポーラスアルミナを用いた鋳型プロセスにより一旦

ピラーアレー構造を形成し，ポリジメチルシロキサン（PDMS）

で型取りを行うことによりナノインプリント用モールドを得

た．得られたモールドを用いた光インプリントにより，基板

表面にオーバーハング型のナノピラーアレーを形成した． 

【結果及び考察】図２には，本プロセスで得られたポーラス

アルミナの SEM 像を示す．SEM 像より，細孔底部が拡大した

ホールアレー構造が観察できる．図３には，PDMS モールド

を用いた光インプリントにより形成したオーバーハング型ピ

ラーアレーの SEM 像を示す．底部径と比較し上部径が大きい

ピラーレー構造の形成が可能であった．得られたピラーアレ

ー構造は，優れた撥水・撥油特性を示した． 
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図１ 実験プロセス 
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図３ 光インプリントにより形成したオーバーハング型
ピラーアレー（左：低倍，右：高倍） 

図２ 細孔形状を制御した 
ポーラスアルミナ 
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